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ハ
イ
デ
ガ
ー
の
こ
の
よ
う
な
努
力
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
存
在
と
時
間
』

ら
の
「
存
在
」
の
意
味
を
問
う
に
せ
よ
、
「
転
回

(
K
e
h
r
e
)
」
以
後
、
「
存
在
」
そ
の
も
の
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
に
せ
よ
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
現
実
に
根
差
し
た
、
人
間
の
身
体
、
他
者
の
問
題
が
欠
如
的
に
し
か
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

(

1

)

 

と
い
う
疑
問
が
生
じ
よ
う
。

(
S
e
i
n
)
」
の
近
さ
か
ら
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

っ
て
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
、
従
来
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
超
え
て
、

主
観
性
の
高
み
か
ら
降
り
て
、

に
お
い
て
、

人
間
が
自

「
存
在

ー
マ
ニ
ズ
ム
、
い
い
か
え
れ
ば
、
近
代
理
性
の
「
主
観
主
義

(
S
u
b
j
e
k
t
i
v
i
s
m
u
s
)
」
を
克
服
す
る
試
み
を
為
し
た
。

人
問
の
人
間
性
を

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、

序

一
九
四
七
年
、
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
世
界
を
人
間
の
た
め
の
世
界
と
み
な
す
狭
い
ヒ
ュ

喜

多

l

人
間
存
在
を
め
ぐ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
差
異
|
_

歴
史
的
実
存
と
人
間
的
自
然

隆

子
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ろ
う
0

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、

か
も
し
れ
な
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
「
世
界
内
存
在
」

こ
の
小
論
の
意
図
は
、
人
間
存
在
を
め
ぐ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
差
異
を
、
テ
ー
マ
と
し
、
両
者
の
相
違
を
、
歴
史
的
実

存
と
人
間
的
自
然
と
性
格
づ
け
、
初
期
か
ら
後
期
へ
至
る
ま
で
の
両
者
の
思
想
の
展
開
の
足
跡
を
素
描
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
九
二
六
年
、
『
存
在
と
時
間
』
の
中
で
、
普
遍
的
現
象
学
的
存
在
論
を
構
築
す
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
「
存
在
」
は
、
決
し
て
「
存
在
者

(
S
e
i
e
n
d
e
s
)
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
普
遍
的
現
象
学
的
存
在

論
は
、
そ
の
出
発
点
に
「
存
在
」
の
意
味
を
問
ぅ
「
存
在
者
」
と
し
て
あ
る
「
現
存
在

(
D
a
s
e
i
n
)
」
の
解
釈
学
、
す
な
わ
ち
、
実
存
論

的
分
析
論
を
持
つ
。
「
現
存
在
」
の
解
釈
学
は
、
基
礎
的
存
在
論
と
し
て
目
標
で
あ
る
普
遍
的
存
在
論
の
い
わ
ば
方
法
的
通
路
で
あ
る

―
つ
の
人
間
存
在
の
在
り
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
否
め
な
い
事
実
で
あ
る

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
人
間
存
在
と
し
て
の
「
現
存
在
」
を
各
自
的
に
、
自
ら
の
「
存
在
」
を
問
い
つ
つ
「
存
在
」
の
意
味
を
求
め
、
そ

(

2

)

 

の
都
度
、
自
己
自
身
に
係
わ
り
、
実
存
す
る
可
能
性
で
あ
る
「
存
在
者
」
と
し
て
把
え
る
。

(

3

)

 

さ
て
、
「
現
存
在
」
の
根
本
楠
造
に
は
「
世
界
ー
内
ー
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
属
し
て
い
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
各
自
的
に
実
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
で
在
り
得
る
人
間
が
、
平
均
的
日
常
性
に
お
い
て
、
自
己
を
喪
失
し
た

「
非
本
来
的
な

(
u
nー

e
i
g
e
n
t
l
i
c
h
)
」
在
り
方
と
「
本
来
的
な

(
e
i
g
e
n
t
l
i
c
h
)
」
在
り
方
を
、
そ
の
都
度
、
選
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ

こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
対
決
し
よ
う
と
し
た
の
が
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
直
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
。



5
 

13

な
る
。

歴史的実存と人間的自然

日
常
的
な
自
己
は

「
現
存
在
」
が

「
構
造

「
現
存
在
」
の
中
か

「
馴
れ
馴
れ
し
い
親
し
さ

て
は
い
る
が
、
差
し
当
っ
て
、
人
間
は
「
非
本
来
的
な
」
在
り
方
を
選
ん
で
い
る
、
と
述
べ
る
。
日
常
、
わ
れ
わ
れ
は
、
様
々
な
「
配

(

4

)

（

5
)
 

慮

(
d
a
s
B
e
s
o
r
g
e
n
)
」
、
「
顧
慮

(
F
日
s
o
r
g
e
)
」
を
し
て
生
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
仕
事
を
す
る
時
の
道
具
と
の
「
交
渉
(
U
m
g
a
n
g
)
」
に
お
い
て
、
世
界
に
「
没
入
す
る

(
A
u
f
g
e
h
e
n
)
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

(

6

)

 

世
界
の
許
に
あ
り
、
世
界
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
「
世
問

(
d
a
s
M
a
n
)
」
の
支
配
下
で
「
疎
隔
性

(
A
b
s
t
a
n
d
i
g
k
e
i
t
)
」、

「
平
均
性

(
D
u
r
c
h
s
c
h
n
i
t
t
l
i
c
h
k
e
i
 t)
」
そ
し
て
「
均
等
化

(
E
i
n
e
b
u
n
g
)
」
と
い
う
在
り
方
で
、
多
忙
な
生
活
を
過
し
な
が
ら
、
充

(

7

)

 

実
し
た
真
正
な
生
活
を
営
ん
で
い
る
と
い
う
「
気
休
め
(
B
e
r
u
h
i
g
u
n
g
)
」
に
あ
る
。
し
か
し
、
手
許
に
あ
る
べ
巻
道
具
が
な
く
な
っ
た

り
、
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
邪
魔
に
な
っ
た
り
し
た
時
、
思
い
が
け
な
く
、
日
常
性
が
遮
断
さ
れ
、
世
界
が
閃
き
現
わ
れ
て
く
る
。

(

8

)

 

ま
た
、
急
に
襲
っ
て
く
る
自
分
に
だ
け
し
か
解
ら
な
い
「
ふ
さ
ぎ

(
V
e
r
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n
)
」
の
気
分
お
よ
び
「
不
安

(
A
n
g
s
t
)
」
が

日
常
性
を
遮
り
、
そ
の
都
度
、
「
世
界
の
う
ち
に
あ
る
こ
と

(Inー

d
e
r
-
W
e
l
t
-
s
e
i
n
)
」
に
面
し
て
、
ま
た
自
ら
が
、
「
世
界
内
存
在
」
で

あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
自
己
を
開
示
し
、
弧
立
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
常
的
な

(
V
e
r
t
r
a
u
t
 ,
 

h
e
i
t
)
」
は
瓦
解
す
る
。
そ
う
し
た
時
、
自
ら
が
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
世
界
の
中
へ
投
げ
こ
ま
れ
、
事
実
的
に
、
現
に
在
り
、
あ
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
「
被
投
性

(
G
e
w
o
r
f
e
n
h
e
i
t)
」
を
背
負
っ
て
諸
可
能
性
へ
「
投
企
す
る

(
e
n
t
w
e
r
f
e
n
)
」
実
存
で

(
9
)
 

あ
る
こ
と
が
鮮
明
に
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
既
述
の
非
本
来
的
、

ら
彼
自
身
の
内
へ
、
「
虚
無
性
」
へ
陥
い
る
「
類
落
存
在

(
V
e
r
f
a
l
l
e
n
s
e
i
n
)
」
と
把
え
ら
れ
る
。
今
や
「
関
心

(
S
o
r
g
e
)
」
の
内
に
、

「
現
存
在
」
の
「
存
在
」
は
包
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
世
界
内
存
在
」
と
は
、

―
つ
の
根
源
的
且
つ
不
断
に
全
体
的
な

(
S
t
r
u
k
t
u
r
)
」
で
あ
り
、
最
も
自
己
的
に
あ
り
う
る
「
現
存
在
」
に
と
っ
て
自
ら
の
「
世
界
ー
内
ー
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
関
心
の
的
と
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と
い
う
の
も
、
瞬
間
は
、
本
来
的
将
来
か
ら
時
熟
す
る
か
ら
で
あ
る
。

連
続
的
に
「
反
復

(
W
i
e
d
e
r
h
o
l
u
n
g
)
」
し
な
が
ら
、

と
が
、
日
常
性
の
時
間
的
意
味
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
0

関
心
と
は
実
存
性
と
事
実
性
と
類
落
の
統
一
を
抱
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
関
心
と
し
て
の
現
存
在
の
存
在
の
全
体
性
お
よ
び

意
味
は
、
掘
り
下
げ
て
い
け
ば
、
時
問
性
に
基
づ
い
て
初
め
て
根
源
的
に
、
実
存
論
的
に
、
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

(
1
0
)
 

と
こ
ろ
で
、
時
間
性
は
、
決
し
て
「
存
在
者
」
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
時
間
性
は
、
「
時
熟
す
る

(
s
i
c
h
zei ti g
e
n
)
」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
実
存
性
の
第
一
義
的
な
意
味
は
「
将
来

(
Z
u
k
u
n
f
t
)
」
で
あ
る
。

日
常
、
「
現
存
在
」
は
「
時
間
性
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
本
来
的
で
あ
り
う
る
の
か
、
次
に
考
察
し
て
み
よ
う
0

「
現
存
在
」
は
、
決
意
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
自
己
を
「
類
落

(
V
e
r
f
a
l
l
e
n
)
」
の
中
か
ら
取
り
戻
し
た
の
で
あ
り
、
開
示
さ
れ
た
状

況
へ
の
「
瞬
間
的
目
撃

(
A
u
g
e
n
b
l
i
c
k
)
」
に
お
い
て
、
一
層
、
本
来
的
に
「
現

(
D
a
)
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
来
的
な
「
時

(
1
1
)
 

問
性
」
の
内
で
保
持
さ
れ
て
い
る
「
現
在
」
を
「
瞬
間
的
目
撃
」
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
呼
び
、
「
瞬
間
的
目
撃
」
と
い
う
術
語
は
、

(
1
2
)
 

的
な
意
味
に
お
い
て
「
脱
自
態

(
E
k
s
t
a
s
e
)
」
と
し
て
、
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
指
摘
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
非
本
来
的
に
現
在
す
る
こ
と
は
、
瞬
間
を
喪
失
す
る
決
意
的
で
な
い
仕
方
で
、
現
前
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
常
に
お
け

る
非
本
来
的
な
生
き
方
を
「
時
間
性
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
「
現
存
在
」
の
日
常
性
の
時
間
的
意
味
は
、

漫
然
と
そ
の
日
を

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
あ
り
方
は
、
習
慣
の
う
ち
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
安
穏
さ
に
あ
る
。
漫
然
と
、

「
現
存
在
」

が
、
彼
の
日
々
を
生
き
て
い
く
こ
と
に
お
い
て
、
昨
日
の
様
に
、
今
日
も
明
日
も
と
い
う
様
に
、
日
々
の
継
続
の
中
で
生
き
て
い
く
こ

し
か
し
、
決
意
を
決
め
る
瞬
問
、
す
な
わ
ち
、
既
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
引
き
受
け
つ
つ
、
将
来
へ
と
先
駆
け
る
こ
と
は
、
非

最
も
自
己
的
に
本
来
的
に
自
己
で
あ
り
う
る
こ
と
へ
前
進
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
0

能
動
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不
安
と
い
う
根
本
的
な
「
情
態
性
」
は
、
可
能
的
な
決
意
の
気
分
の
内
へ
「
現
存
在
」
を
齋
す
。
そ
し
て
「
決
意
性
」
は
最
極
端
の

「
可
能
性
」
へ
向
っ
て
投
企
す
る
な
ら
ば
、
最
も
本
来
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
最
極
端
の
「
可
能
性
」
と
は
死
へ
の
「
可
能
性
」
で
あ

る
。
決
意
性
が
、
そ
の
在
り
え
る
こ
と
の
内
へ
先
駆
け
つ
つ
、
死
へ
の
可
能
性
を
取
り
入
れ
た
時
、

(
1
3
)
 

最
早
、
何
も
の
に
よ
っ
て
も
追
い
越
さ
れ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
来
的
実
存
の
「
時
問
性
」
の
特
徴
は
、
本
来
的
な
「
実
存
」
が
「
決
意
性
」
の
内
に
あ
っ
て
決
し
て
「
時
間

(
N
e
i
t
)
 

を
失
う
こ
と
が
な
く
、
常
に
時
を
持
つ
、
「
余
裕
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
「
決
意
性
」
の
許
で
の
「
時
間
性
」
は
、
そ
れ
の
「
現
在
」
に
関
し
て
は
、
「
瞬
間
」
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
「
<las
B
e
s
o
r
g
t
e
)
」
へ
忙
殺
さ
れ
つ
つ
、
自
己
を
喪
失
す
る
こ
と
に
お
い
て

決
意
の
決
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
「
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の

(
d
a
s
B
e
s
o
r
g
t
e
)
」
へ
係
る
こ
と
に
、
彼
の
時
を
失
い
、
「
私
は
時
間
が
な

な
い

(
I
c
h
h
a
b
e
 k
e
i
n
e
 Z
e
i
t
)
」
と
い
う
言
い
方
が
特
徴
的
な
よ
う
に
、
彼
の
時
を
失
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
が
そ
れ

さ
て
、
事
実
的
な
「
現
存
在
」
の
根
源
的
全
体
を
、
本
来
的
に
実
存
す
る
こ
と
と
、
非
本
来
的
に
実
存
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
可

能
性
に
注
目
し
つ
つ
、

と
こ
ろ
で
、

こ
の
根
源
的
全
体
の
「
基
礎

(
G
r
u
n
d
)
」
が
「
配
慮

(
S
o
r
g
e
)
」
の
「
存
在
」
の
「
意
味

(
S
i
n
n
)
」

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
さ
ら
に
「
現
存
在
」
の
「
歴
史
性

(
G
e
s
c
h
i
c
h
t
l
i
c
h
k
e
i
 t)
」
に
つ
い
て
も
論
究
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
現
存
在
」
は
、
彼
の
「
存
在
」
の
「
根
拠

(
G
r
u
n
d
)
」
に
お
い
て
、
時
間
的
で
あ
る
が
故
に
の
み
、
こ
の

存
在
者
が
、
歴
史
的
に
実
存
し
え
る
の
で
あ
る
°
従
っ
て
、
時
間
性
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
実
存
を
歴
史
的
実
存
と
し
て
規
定
し
て
い

「
時
問
性
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

で
あ
る
時
を
空
費
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る

「
現
存
在
」
の
本
来
的
実
存
は
、
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の
研
究
の
目
標
で
あ
る
実
存
の
概
念
に
と
っ
て
は
、
実
存
的
に
「
そ
の
都
度
自
己
自
身
の
も
の

(je
e
i
g
n
e
s
)
」
と
し
て
実
存
す
る
限
り
、

「
相
互
存
在

(
M
i
t
e
n
a
n
d
e
r
s
e
i
n
)
」
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
「
欠
如
的
に

(
p
r
i
v
a
t
i
v
)
」
一
般
的
な
公
共
的
な
相
互
存
在
と
し
て
規
定
さ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
お
け
る
世
界
内
存
在

(
E
n
d
l
i
c
h
k
e
i
t
)
」

る
、
あ
る
「
生
起

(
G
e
s
c
h
e
h
e
n
)
」
が
探
し
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。

「
現
存
在
」
は
、
歴
史
の
う
ち
に
立
っ
て
い
る
が
故
に
、
時
間
的
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、

れ
て
あ
る
こ
と

(
N
u
r
F
r
e
i
s
e
i
n
 
fiir 
d
e
n
 T
o
d
)
」
の
み
が
「
現
存
在
」
に
端
的
な
目
標
を
与
え
る
と
と
も
に
、
実
存
を
そ
の
終
末

的
な
「
有
限
性

分
で
征
服
す
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、
「
現
存
在
」
は
死
に
関
し
て
は
、
自
由
で
あ
る
。
自
分
の
有
限
な
自
由
の
内
で
、
「
現
存
在
」
は

「
現
存
在
」
自
身
が
委
ね
渡
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
無
力
」
を
引
き
受
け
つ
つ
、
こ
う
し
て
開
示
さ
れ
た
諸
々
の
「
偶
然

(
N
u
f
a
l
l
e
)
」

を
、
看
取
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

（
一
九
二
八
年
）
に
お
い
て
次

の
内
へ
突
き
落
と
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
「
現
存
在
」
が
、
先
駆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
を
自

「
運
命

(
S
c
h
i
c
k
s
a
l
)
」
と
は
、
「
無
力
的
な

(
o
h
n
m
a
c
h
t
i
g
)
」
、
「
超
力

(
O
b
e
r
m
a
c
h
t
)
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
運
命
的

な
現
存
在

(
d
a
s
s
c
h
i
c
k
s
a
l
h
a
f
t
e
 
D
a
s
e
i
n
)
」
が
、
「
共
同

(
G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
)
」
、
「
民
族

(
V
o
l
k
)
」
の
「
生
起

(
G
e
s
c
h
e
h
e
n
)
」

と
し
て
の
「
歴
運

(
G
e
s
c
h
i
c
k
)
」
と
結
び
つ
き
、
「
運
命
的
な
歴
運

(<las
s
c
h
i
c
k
s
a
l
h
a
f
t
e
 
G
e
s
c
h
i
c
k
)
」
が
、
「
現
存
在
」
の
本
来

(
1
4
)
 

的
充
全
な
「
生
起

(
G
e
s
c
h
e
h
e
n
)
」
を
成
す
の
で
あ
る
。

さ
て
『
存
在
と
時
間
』
の
後
を
追
う
よ
う
に
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
『
共
同
人
の
役
割
に
お
け
る
個
人
』

「
相
互
存
在

(
M
i
t
e
i
n
a
n
d
e
r
s
e
i
n
)
」
と
い
う
世
界
は
、
首
尾
一
貫
し
て
、

「
死
へ
向
っ
て
自
由
に
開
か
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そ
し
て
、
「
単
独
者

(
d
e
r
E
i
n
z
e
l
n
e
)
」
は
、
そ
こ
へ
と
一
般
化
さ
れ
て
入
り
、
自
己
自
身
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
世
間

(
d
a
s
 M
a
n
)
」
に
お
い
て
は
、
「
ひ
と
ー
自
己

(
m
a
n
|
 selbst)
」
と
し
て
の
「
現
存
在
」
が
、
自
己
と
し
て
の
自
己
か
ら
免
れ
る
。
だ

か
ら
、
そ
こ
で
は
、
「
相
互
存
在
」
の
本
来
的
に
積
極
的
な
「
可
能
性
」
す
な
わ
ち
「
一
人
称

(
d
i
e
erste 
P
e
r
s
o
n
)
」
と
「
二
人
称

(
1
5
)
 

(
d
i
e
 z
w
e
i
t
e
 
P
e
r
s
o
n
)
」
、
「
私
と
君

(
I
c
h
u
n
d
 D
u
)
」
と
の
相
互
的
な
る
「
存
在
」
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
「
人
間
的
な
現
存
在

(
d
a
s
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
 D
a
s
e
i
n
)
」
は
「
世
界
内
存
在
」
に
よ
っ
て
、
「
世
界
内
存
在
」

は
、
ま
た
「
共
同
存
在

(
M
i
t
s
e
i
n
)
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

よ
う
に
言
う
。
「
そ
れ
ゆ
え
、

本
来
的
な
「
共
同
存
在

(
M
i
t
s
e
i
n
)
」
は
「
相
互
存
在
」
を
意
味
し
、

「
相
互
存
在
」
は
「
共
同
生
活

(
N
u
s
a
m
m
e
n
l
e
b
e
n
)
」
と
意
義
を
同
じ
く
す
る
。
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
端
的
に
次
の

一
般
の
生
活
も
既
に
、
、
そ
れ

一
般
の
世
界
が
、
そ
れ
自
身
既
に
共
同
世
界
を
示
し
て
い
る
と
同
様
に
、

(

1

6

)

 

自
体
、
共
に
生
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
最
初
か
ら
期
待
さ
れ
る
。
」
従
っ
て
、
「
人
間
的
生
活

(
m
e
n
s
c
h
l
i
,
 

c
h
e
s
 L
e
b
e
n
)
」
は
、
究
極
的
に
実
存
的
に
「
意
味
が
あ
る
I
意
味
が
な
い

(
s
i
n
n
v
o
l
l
|
 si
n
n
l
o
s
)
」
と
い
う
「
意
義
方
向

(
B
e
d
e
u
,
 

一
般
に
自
分
の
「
生

(
L
e
b
e
n
)
」
の
意
味
そ
の
も
の
を
問
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
|
|
そ
し
て
人
間
が
こ
の
よ
う

に
問
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
「
生
」
の
意
味
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
|
|
は
‘
人
間
の
「
生
」
が
「
原
則

的
に

(
g
r
i
l
n
d
l
i
c
h
)
」
「
問
題
的
で
あ
る

(
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
s
c
h
)
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

人
間
の
「
生
」
は
、
意
識
的
、
無
意
識
的
に
、
ま
た
、
非
自
然
的
、
自
然
的
に
と
い
う
よ
う
に
「
二
義
的

(
z
w
e
i
d
e
u
t
i
g
)
」
で
あ
り
、

二
様
に
解
釈
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
根
底
か
ら
問
う
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。

人
間
が
、

t
u
n
g
s
r
i
c
h
 t
u
n
g
)
」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
。

れ
る
。
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人
間
の
「
生
」
が
、
二
義
的
で
問
う
価
値
の
あ
る
「
非
自
然
性

(
Un
n
a
 tu
r
l
i
c
h
k
e
i
t
)
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
表
現

は
「
自
殺

(
S
e
l
b
s
t
m
o
r
d
)
」
と
い
う
人
間
に
特
有
な
「
可
能
性

(
M
i
i
g
l
i
c
h
k
e
i
t
)
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
存
在
」
へ
の
問
い
が
「
否

(
1
7
)
 

定
的
に

(
n
e
g
a
t
i
v
)
」
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
実
の
「
死

(
d
a
s
S
t
e
r
b
e
n
)
」
に
お
い
て
、
た
と
え
自
然
的
な
誘

因
に
よ
る
事
情
の
許
で
あ
っ
て
も
、
人
間
的
現
存
在
は
、
自
然
的
な
仕
方
で
、
生
き
且
つ
終
る
の
で
あ
る
。

自
殺
を
思
う
考
え
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
人
問
に
お
け
る
自
然
的
な
非
自
然
性
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の

自
殺
を
思
う
考
え
の
中
に
だ
け
、

と
こ
ろ
で
、
人
が
「
生
」
の
経
験
、
「
生
」
を
知
る
こ
と
、
「
生
」
の
様
々
の
要
求
を
満
た
す
な
ど
と
い
っ
た
表
現
の
意
味
で
、
そ
れ

に
つ
き
経
験
や
知
識
を
知
っ
た
り
満
足
を
与
え
る
こ
と
の
で
ぎ
る
「
生
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
の
「
生
」
で
は
な
く
て
、
相
互
存
在

と
い
う
意
義
方
向
に
お
け
る
「
生
」
な
の
で
あ
る
。
各
人
に
と
っ
て
、
自
己
が
何
物
で
あ
る
か
を
教
え
る
「
生
」
と
は
何
で
あ
る
か
と

「
生
」
と
は
「
人
類

(
d
a
s
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
 G
e
s
c
h
l
e
c
h
t
)
」
を
包
括
す
る
―
つ
の
連
関
で
あ
る
。
個
人
の
「
情
態
性

(
B
e
f
i
n
d
'

l
i
c
h
k
e
i
t
)
」
は
、
絶
え
ず
他
の
人
々
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
気
分
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
「
了
解

(
V
e
r
s
t
e
h
e
n
)
」
と
は
、
本
来
、
相

互
理
解
で
あ
る
。

ま
た
、
相
互
存
在
に
は
「
互
い
に
話
し
合
う
こ
と

(
M
i
t
e
i
n
a
n
d
e
r
s
p
r
e
c
h
e
n
)
」
が
根
源
的
に
属
し
て
お
り
、
他
の

人
が
話
し
か
け
る
場
合
、
そ
こ
に
は
、
既
に
「
対
応

(
E
n
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g
)
」
へ
の
要
求
が
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
者
に
話
を
す
る
も

の
だ
け
が
、
本
来
、
責
任
を
負
う
も
の
と
規
定
さ
れ
う
る
。
自
分
自
身
に
対
し
て
、
人
は
、
外
見
上
、
責
任
を
負
う
こ
と
が
出
来
る
に

す
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
責
任
を
取
る
こ
と
は
、
語
る
こ
と
と
同
様
に
、
正
に
、
他
人
に
対
し
て
自
ら
答
弁
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て

い
う
問
い
は
、
従
っ
て
人
間
の
共
同
生
活
か
ら
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

d
u
n
g
)
」
す
る
可
能
性
が
存
し
て
い
る
。 人

間
が
そ
の
「
生
」

に
賛
成
す
る
か
、

そ
れ
と
も
反
対
す
る
か
、

現
実
に

「
決
定

(
E
n
t
s
c
h
e
i
-
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を
示
し
て
い
る
。

の
関
係
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

―
つ
の
「
小
宇
宙

「
小
さ
な
人
問

多
様
な
個
人
と
し
て
、

界
」
に
対
し
て
、

そ
れ
自
身
、

こ
れ
に
出
逢
う
の
で
あ
る
。

こ
の
基
礎
的
な
、

ま
た
彼
ら
の

困
難
な
面
倒
な
役
割
を

担
い
演
ず
る
こ
と
、
こ
の
演
技
が
大
問
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
各
人
に
教
え
る
「
人
生

(
L
e
b
e
n
)
」
の
真
剣
さ
と
魅
力
と
な

(
1
8
)
 

ろ
う
。レ

ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
「
共
同
世
界
」
に
つ
い
て
論
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
環
境
世
界

(
U
m
w
e
l
t
)
」
に
つ
い
て
も
述
べ
、
「
共
同
世
界
」
と

彼
の
論
述
を
簡
潔
に
要
約
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
0

す
な
わ
ち
、
「
環
境
世
界

(
U
m
w
e
l
t
)
」
は
、
人
間
の
生
活
に
よ
っ
て
、
生
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
自
然
は
、
そ
の
独
立
性

し
か
し
、
初
期
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
共
同
世
界
を
彼
の
テ
ー
マ
と
し
た
。
世
界
と
い
う
概
念
に
存
す
る
統
一
性
は
、

(
d
e
r
 k
l
e
i
n
e
 M
e
n
s
c
h
)
」
が
、
「
大
き
な
世
界

(
d
i
e
g
r
o
B
e
 W
e
l
t
)
」
に
よ
っ
て
、
「
存
在
的

(
o
n
t
i
s
c
h
)
」
に
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
存
在
的
」
に
は
、
生
の
内
面
的
統
一
を
、
そ
し
て
形
式
存
在
論
的
に
は
、

世
界
が
常
に
統
一
的
な
人
間
の
―
つ
の
世
界
で
あ
る
が
た
め
に
、
世
界
が
統
一
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
が
、

(
M
i
k
r
o
k
o
s
m
o
s
)
」
と
し
て
の
人
問
の
理
念
の
確
実
な
根
拠
の
あ
る
意
味
で
あ
る
。
人
間
が
大
い
な
る
世
界
を
小
規
模
に
し
た
も
の

で
あ
る
が
故
に
、
小
宇
宙
な
の
で
は
な
く
、
小
さ
い
な
が
ら
も
人
間
の
語
り
う
る
全
世
界
が
構
造
的
に
、
人
間
の
世
界
で
あ
る
ゆ
え
に
、

―
つ
の
役
割
を
持
つ
ペ
ル
ソ
ナ
と
し
て
、

こ
れ
に
出
会
う
の
で
は
な
く
、

彼
ら
の

「
共
同
世
界

(
M
i
t
w
e
l
t
)
」
の
内
部
で
、

「
共
同
世

実
存
し
て
い
る
個
人
と
し
て
は
、

い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
共
同
人

(
M
i
t
m
e
n
s
c
h
)
」
で
あ
り
、

共
同
人
は
、

自
分
だ
け
で
存
在
し
て
い
る



ハ
イ
デ
ガ
ー
の
許
で
の
「
決
意
性
」
、
「
決
断
」
の
意
味
を
理
解
し
え
な
か
っ
た
。
実
際
、
自

己
自
身
に
お
け
る
瞬
間
的
な
「
決
意
性

(
E
n
t
s
c
h
l
o
s
s
e
n
h
e
i
t
)
」
は
、
非
常
に
困
難
で
も
あ
り
、
且
つ
ま
た
、
脆
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
、

判
す
る
。

ト
ま
‘ヽ

レ
ヴ
ィ
ッ

品
の
意
義
を
、
我
々
が
「
存
在
」
を
「
時
間
」
の
中
か
ら
考
え
る
根
拠
を
、
我
々
が
永
遠
な
る
も
の
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
批

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
後
に
、
『
世
界
と
世
界
史
』
(
-
九
五
八
年
）
に
お
い
て
、

「
待
避

(
A
u
s
w
e
i
c
h
e
n
)
」
し
か
な
い
。

考
(
B
e
s
i
n
n
u
n
g
)
」
す
る
こ
と
は
、

る
両
者
の
見
解
の
相
違
が
、
両
者
を
分
つ
こ
と
に
な
ろ
う

0

両
者
の
差
異

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を
評
価
し
、
こ
の
作

ヴ
ィ
ッ
ト
の
許
で
の
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
的
ェ
ー
ト
ス
と
の
差
異
に
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
時
間
と
空
問
、
歴
史
と
自
然
に
対
す

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
『
世
界
像
の
時
代
』
(
-
九
三
八
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
新
時
代

(
n
e
u
e
Z
e
i
t
)
」
の
本
質
を
「
熟

「
思
索

(
D
e
n
k
e
n
)
」
と
「
決
断

(
E
n
t
s
c
h
e
i
d
e
n
)
」
を
、

こ
の
新
時
代
と
い
う
時
代
特
有
の

(
2
0
)
 

「
本
質
的
諸
力

(

W
e
s
e
n
s
k
r
a
f
t
e
)
」
の
「
活
動
範
囲

(
W
i
r
k
u
n
g
s
k
r
e
i
s
)
」
の
中
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
力
は
、
す
べ
て
の

日
常
的
な
「
B
e
w
e
r
t
u
n
g
.
(
価
値
評
価
）
」
に
よ
っ
て
、
左
右
さ
れ
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
働
き
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
勢
力
に
対
し
て
は
、
た
だ
「
解
決

(
A
u
s
t
r
a
g
)
」
の
用
意
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
「
歴
史
喪
失

(
d
a
s
G
e
s
c
h
i
c
h
 tlose)
」
へ
の

両
者
の
差
異
を
、
端
的
に
要
約
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
、

(

1

9

)

 

42

小
宇
宙
で
あ
る
、
と
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
主
張
す
る
°

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
許
で
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
的
ニ
ー
ト
ス
と
レ
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が
ヽ

一
ー
チ
ェ
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
は
、

一
九
三
八
年
の
『
世
界
像
の
時
代
』
に
お
い
て
、
「
無

こ‘‘
 

よ
う

一
九
三
五
年
前
後
は
、

（一）

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
「
歴
運
」

ハ
イ
デ
ガ
ー

ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
後
に
告
白
し
て
い
る

一
体
、
何
へ
現
存
在
が
、
そ
の
都
度
、
事
実
的
に
決
意
す
る
か
、
そ
の
都
度
、
事
実
的
に
実
存
す
る
こ

と
に
お
い
て
問
題
で
あ
っ
て
も
、
実
存
の
構
造
を
存
在
論
的
に
問
題
に
す
る
実
存
論
的
分
析
は
、
原
則
上
、
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

そ
の
都
度
、
事
実
的
に
実
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
べ
き

日
常
的
な
習
慣
の
う
ち
で
、
漫
然
と
生
き
て
い
る
人
間
が
、
本
来
的
に
良
心
を
持
つ
こ
と
を
瞬
間
的
に
決
意
し
、
そ
の
よ
う
な
本
来

的
自
己
を
反
復
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
現
存
在
」
の
時
間
性
が
歴
史
的
実
存
(
g
e
s
c
h
i
c
h
t
-

l
i
c
h
e
 E
x
i
s
t
e
n
z
)
」
と
し
て
、
運
命
的
に
、
民
族
の
歴
史
と
し
て
の
「
歴
運
」
に
係
り
、
彼
の
時
代
に
向
っ
て
瞬
間
的
に
あ
り
え
る
な
ら

ば
、
こ
の
可
能
性
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
歴
史
的
偶
然
に
身
を
委
ね
る
可
能
性
で
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
『
存
在
と
時
問
』
以
後
、
無
の
形
而
上
学
と
も
い
う
べ
き
時
期
を
経
て
、

(

2

1

)

 

一
九
三
五
年
ご
ろ
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
転
回
」
が
起
り
つ
つ
あ
る
。

(
N
i
c
h
t
s
)
」
か
ら
「
存
在

(
S
e
i
n
)
」
へ
の
転
回
の
兆
し
を
見
せ
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
、
『
帰
郷

(
H
e
i
m
k
u
n
f
t
)
』
（
一
九
四
三
年
）
、

『
追
憶

(
A
n
d
e
n
k
e
n
)
』
（
一
九
四
三
年
）
の
解
明
を
通
し
て
、
よ
う
や
く
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
彼
は
、

『
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
言
葉
』
(
-
九
四
六
年
）
に
お
い
て
、
存
在
の
「
終
末
論

(
E
s
k
a
t
o
l
o
g
i
e
)
」
、
存
在
の
「
歴
運
」
を
語
り

出
す
。
今
や
、
「
歴
史

(
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
)
」
の
根
底
に
「
存
在
」
か
ら

s
c
h
i
c
k
e
n

さ
れ
る
「
歴
運

(
G
e
s
c
h
i
c
k
)
」
が
置
か
れ
る
。
こ
の

問
い
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
事
を
挙
げ
る
。

い
、
と
述
べ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
彼
は
、
「
決
意
性
」
が
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
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ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
存
在
の
歴
史
性
で
あ
る
、

「
歴
運
」

か
え
っ
て
「
存
在
」
の
「
光

(
L
i
c
h
t
)
」

「
真
理 こ

し
か
も
常
に
、

手
か
ら
離
す
こ
と
に
お
い
て
、

「
存
在
」
が
「
存

「
歴
運
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
原
初
期
ギ
リ
ジ
ャ
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
の
は
、
「
存
在
」
を
正
し
く
送
り
つ
け

て
く
る
と
同
時
に
、
而
も
根
源
的
な
統
一
の
う
ち
に
把
え
る
立
場
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
を
「
手
渡
し

(
X
p
e〇
p
)
」
の
よ
う
に
、
「
理

法
(
A
d
r
o
の
）
」
、
「
運
命

(
M
o
f
P
a
)
」
の
様
に
思
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。
存
在
が
、
こ
の
よ
う
に
、
贈
り
つ
け
て
来
る
こ
と
の
統
一
を
、

と
考
え
る
。
「
手
渡
し
」
と
は
「
収
用

(
B
r
a
u
c
h
)
」
を
も
意
味
す
る
。

在
者
」
に
、
そ
の
都
度
の
「
現
存
(
A
n
w
e
s
e
n
)
」
を
手
渡
し
、
現
存
さ
せ
な
が
ら
、

一
切
の
「
存
在
者
」
を
常
に
手
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
°
換
言
す
る
な
ら
、
存
在
の
木
質
は
「
明
る
み
に
出
し
な
が
ら
、
隠
し

つ
つ
、
保
有
す
る
と
い
う
仕
方
で
集
約
す
る
こ
と

(
d
i
e
l
i
c
h
t
e
n
d
 
b
e
r
g
e
n
d
e
 V
e
r
s
a
m
m
e
l
u
n
g
)
」
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
、
人
間
的
実
践
の
歴
史
は
、
最
早
、
「
歴
運
」
の
中
で

す
な
わ
ち
、
「
存
在
者
」
に
「
明
る
さ

(Hell)
」
が
、
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、

の
光
が
「
そ
れ
自
身
を
隠
す
（
S
i
c
h
v
e
r
b
e
r
g
e
n
)
」
こ
と
に
対
応
し
て
お
こ
る
。

に
対
し
て
為
さ
れ
る
努
力
に
過
ぎ
な
く
な

る
。
そ
の
努
力
が
「
適
切

(
g
e
s
c
h
i
c
k
l
i
c
h
)
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
「
不
適
切

(
u
n
g
e
s
c
h
i
k
l
i
c
h
)
」

の
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
「
歴
運
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
存
在
」
は
「
隠
蔽

で
あ
る
に
せ
よ
、

(
A
i
o
7
)
」

そ
も
そ
も
、

の
底
に
あ
る

(
r
A
2
茎
笞
x

)

」
と
し
て
、
お
お
い
取
る
、
顕
わ
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ま
ず
「
隠
し
て
い
る

(
V
e
r
b
e
r
g
e
n
)
」
も
の
で
あ
る
。

が
曇
ら
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
存
在
」
は
「
存
在
者
」
の
中
へ
自
己
を
「
顕
わ
に
す
る

(
e
n
t
b
e
r
g
e
n
)
」
こ
と
に

よ
っ
て
、
か
え
っ
て
、
そ
れ
自
身
を
「
暗
ま
す

(
e
n
t
z
i
e
h
e
n
)
」
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
過
誤
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
「
存
在
」

と
こ
ろ
で
、
「
存
在
」
が
「
存
在
者
」
の
中
へ
自
己
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
、
そ
れ
自
身
を
「
拒
む

(
e
n
t
z
i
c
h
,
 

e
n
)
」
こ
と
は
、
「
存
在
」
の
「
自
制

(
E
p
o
c
h
e
)
」
と
も
、
把
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
存
在
」
が
そ
の
「
歴
運
」
に
お
い
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ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
言
葉
を
限
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
古
代
は
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
初
期
の
時
代
の
夜

明
け
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
歴
運
」
の
夜
明
け
に
お
い
て
、
か
っ
て
一
度
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
場
合
、
「
終
局

(
Kざ

o
x
a
T
き
）
」
に

お
い
て
、
「
存
在
」
の
「
歴
運
」
に
訣
別
す
る
時
に
な
っ
て
、
再
び
現
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

存
在
す
る
も
の
の
「
存
在
」
は
、
そ
の
「
歴
運
」
の
終
局
へ
と
集
約
さ
れ
る
。
「
存
在
」
の
「
歴
史
」
は
、
こ
の
よ
う
な
訣
別
の
中

に
集
約
さ
れ
よ
う
。
本
質
の
終
局
の
集
約
的
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
訣
別
へ
の
集
約
は
、
存
在
の
「
終
末
論

(
E
s
k
a
t
o
l
o
g
i
e
)
」
と
呼
ば
れ

る
。
「
存
在
」
そ
の
も
の
は
、
「
歴
史
」
と
し
て
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
自
身
、
終
末
論
的
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
い
か
け
る
か
ら
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
時
代
画
期
的
な

て
、
そ
れ
自
身
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
度
に
、
世
界
は
、
急
に
突
然
、
思
い
が
け
な
い
仕
方
で
、
現
前
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、

(

2

2

)

 

「
存
在
」
そ
の
も
の
が
、
忘
却
さ
れ
て
い
た
経
験
を
通
し
て
考
え
ら
れ
る
。
「
存
在
」
の
「
自
制
(
E
p
o
c
h
e
)
」
か
ら
「
歴
運
」
の
画
期
的

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
正
に
、
実
際
に
、
世
界
歴
史
が
、
そ
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
、
世
界
歴
史
の
あ
ら

ゆ
る
「
画
期
的
転
換

(
E
p
o
c
h
)
」
が
、
「
ま
ぎ
ら
わ
し
さ

(
l
r
r
e
)
」
の
「
自
制

(
E
p
o
c
h
e
)
」
に
他
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ

う
な
「
存
在
」
の
画
期
的
な
本
質
は
「
存
在
」
の
「
隠
さ
れ
た
時
間
的
性
格

(
V
e
r
b
o
r
g
e
n
e
r
 Z
e
i
 t
c
h
a
r
a
k
t
e
r
)
」
に
属
す
る
も
の
で
、

「
存
在
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
「
時
問
」
の
本
質
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

「
自
制
」
を
究
極
的
に
起
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
ほ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
を
「
夕
暮
れ
の
国
(
A
b
e
n
d
l
a
n
d
)
」

と
表
現
し
た
り
、
全
世
界
と
そ
の
中
に
定
着
し
て
い
る
「
歴
史
的
空
問
」
で
あ
る
時
代
が
。
最
も
途
方
も
な
い
変
革
の
前
夜
に
立
っ
て

な
本
質
が
で
て
く
る
°
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ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
歴
運
」
説
に
対
し
、

従
っ
て
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
宇
宙
論
を
次
に
考
察
し
よ
う
0

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
歴
史
の
只
中
に
あ
っ
て
、
歴
史
に
よ
っ
て
自
ら

を
定
位
し
よ
う
と
企
て
る
行
為
は
、
難
船
の
際
に
、
波
浪
に
取
り
槌
ろ
う
と
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
同
時
に
、
初
期
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
が
主
張
し
て
い
た
「
共
同

人
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
「
共
同
世
界
」
と
し
て
の
「
世
界
」
が
世
界
戦
争
と
い
う
歴
史
的
現
実
の
前
に
破
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

と
し
て
の
世
界
が
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
「
宇
宙
」
と
い
う
無
限
概
念
に
よ
っ
て
、
対
峙
す
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
、
か
っ
て
の
人
間
的
な
も
の
に
色
ど
ら
れ
た
世
界
の
崩
壊
の
後
に
、
世
界
歴
史
を
も
乗
り
超
え
た
、
宇
宙
的
自
然

(
2
3
)
 

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
世
界
を
人
間
の
世
界
と
し
、
さ
ら
に
世
界
を
世
界
史
と
し
て
の
地
平
で
見
つ
つ
、
世
界
史
の
根
底
で
、
何
ら
か
の
形
で
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
救
済
史
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
歴
史
主
義
の
批
判
を
契
機
と
し
て
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
ら
存
在
す
る
恒
常
不
変

―
つ
の
自
然
的
な
生
起
、

「
発
生

(
E
n
t
s
t
e
h
e
n
)
」
と
「
消

滅

(
V
e
r
g
e
h
e
n
)
」
が
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
る
秩
序
あ
る
「
宇
宙
」
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
自
然
の
世
界
は
、
形
式
的
に
定

義
す
る
な
ら
、
お
の
ず
か
ら
、
存
在
し
て
い
る
一
切
の
も
の
か
ら
な
る
一
に
し
て
全
な
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
河
川
の
流
動
、
海
洋
の
干
満
、
生
物
の
成
長
と
成
熟
、
こ
れ
ら
全
て
の
地
上
的
現
象
は
「
宇
宙
」
の
運
行
に
制
約
さ
れ
て

そ
れ
は
、
人
間
の
歴
史
的
、
時
代
的
興
亡
を
包
み
こ
み
、
そ
れ
自
体
、

な
宇
宙
的
自
然
の
理
念
が
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
と
に
対
す
る
自
己
批
判
の
意
味
を
持
つ
、
と
い
え
よ
う
。

（

二

）

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
お
け
る
「
宇
宙
」
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八
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
歴
史
的
実
存
＞

四

る
の
は
、

背
後
世
界
的
に
な
っ
た
形
而
上
学
に
お
い
て
、

後
期
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
「
宇
宙
」
の
自
然
的
秩
序
が
、

ー
ー
そ
れ
の
運
行
に
よ
っ
て
夜
と
昼
、

人
間
世
界
よ
り
優
位
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
。
自
然
的

コ
ス
モ
ス
に
属
す
る
秩
序
が
主
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
地
上
の
自
然
的
現
象
の
目
立
た
な
い
発
生
や
消
滅
、
天
体
の
、
特
に
太
陽

四
季
の
順
序
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
切
の
地
上
の
生
活
が
制
約
さ
れ
る
ー
の
規
則

一
般
を
「
克
服
し
合
b
e
r
w
i
n
d
e
n
)
」
、
等
し
い
も
の
の
永
遠
性
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
を
評
価
す

ニ
ー
チ
ェ
が
、

超
感
性
的
、

n
u
n
f
t
 d
e
s
 L
e
i
b
e
s
)
」
を
基
礎
に
な
る
も
の
、
常
に
存
在
す
る
も
の
、
不
変
に
留
ま
る
も
の
、
回
帰
す
る
も
の
と
し
て
、
再
び
承
認
し

よ
う
と
す
る
大
き
な
企
て
を
試
み
た
点
に
あ
る
°

と
こ
ろ
で
、
既
述
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
の
歴
運
に
対
し
て
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

ハ
イ
デ
ガ
ー

(

2

4

)

 

は
、
存
在
の
「
時
代
画
期
的
」
な
本
質
が
、
「
現
存
在

(
D
a
s
e
i
n
)
」
の
「
脱
自
的

(
e
k
s
t
a
t
i
s
c
h
)
」
な
本
質
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
、

と
定
義
つ
け
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
自
然
学
者
た
ち
を
追
想
し
つ
つ
、
人
間
を
一
切
の
事
物
の
自
然
の
中
へ
、
訳
し
返
し
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
が
ニ
ー
チ
ェ
の
教
説
か
ら
読
み
取
っ
た
の
は
、

的
な
運
行
に
お
い
て
で
あ
る
。

い
る
。

世
界
の
永
遠
な
自
然
と
「
肉
体
の
大
い
な
る
理
性

(
d
i
e
g
r
o
B
e
 
V
e
r
 ,
 

一
ー
チ
ニ
が
自
己
自
身
や
自
分
の
時
代
だ
け
で
な
く
、
時
代
の
時
間
性
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で
き
る
。
人
間
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
得
る
の
は
、

「
歴
運
」

に
自
ら

s
e
n
d
e
s
)
」
が
、

人
間
の
「
開
存

(
E
k—s
i
s
t
e
n
z
)

」
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
脱
目
的
(
e
k
s
t
a
t
i
s
c
h
)

」
本
質
に
徹
す
る
こ
と
に
お
い
て
存
在
の
、
時
代

が
あ
る
人
を
意
味
す
る
。
予
言
者
と
は
「
現
存
す
る
も
の

(
A
n
w
e
s
e
n
d
e
s
)
」
を
、
そ
の
「
非
隠
蔽
性

(
U
n
v
e
r
b
o
r
g
e
n
h
e
i
t
)
」
に
お

い
て
、
直
視
す
る
人
で
あ
る
。
予
言
者
に
と
っ
て
、
全
て
の
「
現
存
す
る
も
の

(
A
n
w
e
s
e
n
d
e
s
)
」
と
「
現
存
を
欠
く
も
の

(
A
b
w
e
,
 

―
つ
の
「
現
在

(
A
n
w
e
s
e
n
)
」
の
中
に
集
約
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
中
に
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
予
言
者
と
は
、
「
現
存
す
る
も
の

(
A
n
w
e
s
e
n
d
e
s
)
」
を
そ
の
「
非
隠
蔽
性
」
に
お
い
て
、
「
直
視

(
A
n
g
e
s
i
c
h
t
)
」
す
る

人
で
あ
る
。
予
言
者
に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
現
存
す
る
も
の
、
現
存
を
欠
く
も
の
が
―
つ
の
「
現
在
」
の
中
に
集
約
さ
れ
、
そ
し
て
、

そ
の
中
に
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

予
言
者
と
は
、
現
存
す
る
も
の
の
「
保
持

(
d
e
r
W
a
h
r
)
」
か
ら
語
る
人
で
あ
る
。
彼
は
、
ま
さ
し
く
、
「
保
持
を
語
る
人

(
W
a
h
r
-

S
a
g
e
r
)
」
な
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
「
真
理

(
W
a
h
r
h
e
i
t
)
」
と
は
、
「
存
在
」
の
「
保
持
性

(
W
a
h
r
n
i
s
)
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
存
在
」
そ
の
も

の
の
「
保
護

(
H
u
t
)
」
と
し
て
の
「
保
持
性
」
に
対
応
す
る
も
の
は
、
「
存
在
」
の
「
牧
人

(
H
i
r
t
)
」
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
。
ま
た
、

人
間
は
無
の
場
所
の
番
人
に
留
る
限
り
、
「
存
在
」
の
牧
人
と
な
る
こ
と
も
で
き
、
無
の
場
所
の
番
人
と
存
在
の
牧
人
と
は
同
様
に
解
釈

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

唯
だ
そ
の
「
現
存
在
」
と
し
て
の
「
脱
閉
鎖
性

(
E
n
t
s
c
h
l
o
s
s
e
n
h
e
i
t
)
」

こ
の
よ
う
に
、
後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
初
期
の
有
限
的
、
時
間
的
で
あ
り
な
が
ら
も
「
存
在
」
の
意
味
を
求
め
続
け
、
そ

の
都
度
、
瞬
問
的
に
決
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
熟
す
る
将
来
へ
と
努
力
し
た
人
間
存
在
に
対
し
て
、
「
存
在
」
の

界
期
的
な
本
質
を
「
保
持
す
る

(
w
a
h
r
e
n
)
」
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
予
言
者
と
は
、
常
に
既
に
見
た
こ
と
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の
思
惟
を
詩
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
許
で
の
歴
史
的
実
存
に
つ
い
て
の
見
解
に
対
し
、

う
に
、
神
々
の
亡
き
後
に
、
世
界
史
的
瞬
間
に
よ
っ
て
、
再
び
神
々
が
到
来
す
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
に
い
よ
う
と
す
る
自
ら
の
哲
学
的

姿
勢
を
取
る
。
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
神
々
亡
き
後
、
世
界
史
的
瞬
間
に
よ
っ
て
、
再
び
神
々
が
到
来
す
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
に
、

な
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、

人
間
は
、

身
と
そ
の
時
問
性
を
頼
り
に
し
て
い
る
よ
う
な
実
存
で
あ
る
。

史
的
瞬
間
と
し
て
把
え
、

そ
れ
は
世
界
を
世
界
窮
迫
に
よ
る
存
在
の
終
末
に
集
約
さ
せ
、

こ
の
地
上
で
、
詩
人
と
し
て
住
ま
う
、

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
批
判
を
加
え
、

ハ
イ
デ

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
よ

こ
と
に
他
な
ら

づ
き
つ
つ
あ
る
世
界
転
換
の
終
末
に
向
っ
て
破
壊
的
に
下
降
し
な
が
ら
、

世
界
の
夜
の
後
の
新
し
い
日
々
を
予
感
し
つ
つ
、

「
存
在
」

始
ま
り
の
最
も
早
い
も
の
が
終
り
の
最
も
遅
い
も
の
を
、

あ
ら
か
じ
め
決
定
し
、

追
い
抜
き
、

い
つ
か
近

世
界

歴
史
的
実
存
と
は
、

自
然
本
来
的
に
存
在
す
る
も
の
の
全
体
の
中
に
も
は
や
一
定
の
場
所
を
持
た
ず
、

従
っ
て
、

全
く
、

自
己
自

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
ま
‘
~
 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
歴
史
的
実
存
を
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
把
え
る
。

を
、
開
存
し
、
存
在
の
歴
運
の
呼
び
か
け
に
対
応
し
「
存
在
」
の
「
閃
光
(
B
l
i
t
z
)

」
に
、
脱
閉
鎖
的
に
打
た
れ
る
神
秘
主
義
的
な
人
間

存
在
、
お
よ
び
人
間
と
「
存
在
」
の
対
応
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
よ
う
0

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
「
思
惟

(
D
e
n
k
e
n
)
」
と
は
、
歴
史
の
「
追
憶

(
A
n
d
e
n
k
e
n
)
」
と
し
て
「
存
在
」
の
「
歴
運
」
そ
の

も
の
か
ら
生
じ
、
「
存
在
」
の
「
歴
運
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
問
は
、
脱
自
的
に
存
在
し
な
が
ら
、
「
存
在
」
の
「
歴
運
」
の
中

に
あ
る
。
人
間
の
脱
自
存
在
は
、
脱
自
存
在
と
し
て
歴
史
的
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

史
的
な
本
質
が
、
存
在
の
真
理
か
ら
の
由
来
に
お
い
て
賭
け
ら
れ
て
い
る
の
も
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
、
と
語
る
に
い
た
る
。

八
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
お
け
る
人
間
の
自
然
＞

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
人
間
で
は
な
く
て
、
人
間
の
歴

今
や
、
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ガ
ー
の
宗
教
的
モ
テ
ィ
ー
フ
に
支
え
ら
れ
た
神
秘
主
義
的
な
「
存
在
」
に
よ
っ
ヤ
、
人
間
の
人
間
性
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
°

同
時
に
、
人
間
の
人
間
性
を
人
間
の
自
然
と
、
自
然
の
世
界
を
強
調
す
る
試
み
に
よ
っ
て
、

実
存
と
し
て
、

一
義
的
に
し
か
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
別
の
人
間
存
在
の
側
面
を
補
お
う
と
試
み
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
人
間
存
在
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
規
定
、
す
な
わ
ち
、
理
性
的
動
物
と
い
う
規
定
は
、
余
り
に
も
軽
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
「
理
性
的
動
物
」
と
い
う
規
定
が
、
人
間
を
霊
魂
と
精
神
、
意
識
と
実
存
に
よ
っ
て
、

動
物
性
と
理
性
の
生
き
た
分
裂
と
し
て
規
定
す
る
と
い
う
長
所
を
持
っ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
「
現
存
在
」
は
「
事
実
的

(
f
a
k
t
i
s
c
h
)
」
に
実
存
す
る
、

身
体
は
、
何
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
、

と
定
義
し
た
。

一
義
的
に
、
一
様
に
、
一
面
的
に
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
も
言
え
ょ

「
存
在
」
の
意
味
を
求
め
る
自
覚
存
在
と
し
て
意
識
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
的
自
然
と
し
て
の

レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
人
間
存
在
に
お
け
る
意
識
的
な
醒
め
た
生
活
と
無
意
識
的
な
生
存
と
の
間
に
あ
っ
て
大
抵
の
こ
と

が
、
無
意
識
的
に
生
じ
、
む
し
ろ
無
意
識
的
に
生
き
た
人
間
の
自
然
、
あ
る
い
は
肉
体
が
ど
こ
ま
で
探
く
、
ど
の
程
度
ま
で
、
そ
の
意

例
え
ば
、
人
間
は
、
出
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
、
自
分
の
人
生
の
行
路
に
お
い
て
、
成
長
し
、
大
人
に
な
り
、
年
を
取
る
と
い
っ
た

素
朴
な
自
然
的
諸
変
化
を
体
験
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
的
な
諸
変
化
は
、
毎
日
、
目
覚
め
て
い
た
り
、
眠
っ
て
い
た
り
す
る
交
替
と

同
様
に
、
全
て
の
人
間
的
現
存
在
を
規
定
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
そ
の
都
度
、
自
己
の
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
人
に
固
有

の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
現
象
は
、
普
遍
的
な
人
間
的
自
然
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

識
的
な
実
存
の
中
に
及
ん
で
い
る
の
か
示
そ
う
と
す
る
。

う
。
こ
の
実
存
は
、

で
は
、
人
間
存
在
が
、
「
存
在
」
の
「
現

(
D
a
)
」
と
し
て
、

こ
の
解
釈

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
、
実
存
、
歴
史
的
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う
。
果
し
て
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
今
日
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
人
、

一
九
八
五
年
に
掲
載
の
拙
論
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ヒ

ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の
言
う
よ
う
に
、
人
問
存
在
は
、
太
陽
を
、

す
る
自
然
の
世
界
の
優
位
の
前
に
、

一
体
、
わ
れ
わ
れ
は
、
何
を
為
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

い
い
か
え
れ
ば
、

人
間
存
在
と
い

意
識
的
に
も
生
き
て
い
る
。

に
対
し
て
、
自
説
を
主
張
す
る
こ
と
が
、

出
生
と
か
死
が
示
す
こ
と
は
、
そ
の
都
度
、
自
分
の
も
の
で
あ
る
自
己
が
、
そ
の
実
存
の
端
初
に
お
い
て
、
そ
の
類
の
普
遍
的
本
質

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
自
己
は
、
全
て
の
生
け
る
も
の
の
発
生
と
消
滅
と

い
う
道
程
に
従
う
の
で
あ
る
。
最
初
の
端
初
と
最
後
の
終
末
の
両
極
の
間
で
、
す
な
わ
ち
生
と
死
の
間
で
、
個
人
は
意
識
に
応
じ
て
、

主
我
的
に
生
き
、
あ
る
い
は
、
「
自
覚
的
に
(

f

日
s
i
c
h
)
」
生
き
て
い
る
。
同
時
に
、
常
に
、
普
遍
性
と
し
て
の
類
の
意
味
に
お
い
て
無

と
こ
ろ
で
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
い
う
よ
う
に
自
然
が
、
全
て
の
存
在
者
を
統
一
す
る
自
然
と
し
て
宇
宙
で
あ
り
、
お
よ
そ
存
在
す
る
も
の

を
、
従
っ
て
、
人
間
を
自
ら
の
中
に
生
じ
さ
せ
、
再
び
消
減
さ
せ
る
生
産
力
を
持
つ
自
然
で
あ
る
、
と
み
な
す
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
全

体
の
中
で
、
人
間
は
「
一
点

(
e
i
n
P
u
n
k
t
)
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
こ
よ
う
。
そ
れ
自
身
に
お
い
て
存
在

う
い
わ
ば
断
片
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
、
存
在
す
る
も
の
の
全
体
、
す
な
わ
ち
自
然
的
世
界
の
存
在
に
対
し
て
持
つ
関
係
が
、
問
わ
れ
よ

月
を
、
星
々
を
観
照
し
、
探
究
す
る
が
た
め
に
生
き
て
い
る
、
と
答
え
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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問
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